
第４章 私道排水設備 
第１節 一般事項 

私道排水設備は、私道に面した複数の設置義務者の宅地からの下水を公共下水に排除する排水

設備である。 

設計及び施工にあたっては、周辺環境への十分な配慮が必要である。 

１ 適用範囲

私道排水設備は、複数の設置義務者が共同で使用する設備をいい、設置する私道とは公道以

外の道路をいう。なお、私道共同排水設備敷設助成制度については、当該要綱第３条の助成対

象に該当することが条件である。助成を受ける場合については、川崎市私道共同排水設備敷設

助成金交付取扱要綱を参照のこと。

２ 設計・施工の一般事項

(１) 私道の形態、接続する公共下水道の排除方法、排水人口及び排水面積の規模等を適切に判

断し行う。 

(２) 私道排水設備の排除方法は、接続する公共下水道の排除方式に合わせること。 

(３) 排水管の布設方法は、マンホール方式又は、ます方式とする。 

(４) 構造等は、法令等の基準に適合し、かつ円滑な排水機能を有するものとする。 

第２節 設計 

１ 設計の手順

(１) 事前調査 

(２) 配管経路の設定と測量 

(３) 排水施設の決定（排水面積、流量計算） 

(４) 施工方法の設定 

(５) 設計図の作成 

(６) 数量計算 

(７) 工事費の算出 

２ 事前調査

設計・施工にあたっては、屋外排水設備で述べた事前調査のほか、次の事項について調査す

ること。

(１) 対象家屋件数、土地（私道）所有者 

(２) 私道幅員、舗装形態 
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(３) 地域環境（商店街、通学路、駐車場） 

(４) 既存の排水管及び側溝の有無（雨水施設として利用の可否） 

(５) 地下埋設物その他支障物件の有無 

(６) その他必要と認めた調査 

３ 配管経路の設定と測量

(１) 事前調査の結果に基づいて、排水系統及び排水本管の埋設位置等を定めること。 

(２) 路線測量 

管路延長は、マンホール中心間の距離を測定する。既設マンホールからの管路延長は、マ

ンホールの構造を調査してマンホールの中心より測る。

(３) 水準測量 

公共下水道の接続マンホール、ますの天端部を基準として、マンホール設置位置等各測点

の地盤高を測定すること。

(４) その他の測量 

ます設置位置の調査及び雨水施設の要不要の判定、必要延長の測量を行うこと。

４ 排水施設の決定

(１) 私道の排水管 

ア 構造

私道排水管は、暗きょ構造とし、汚水及び雨水の排除方式に基づき、衛生的に排除でき

る施設とすること。ただし、雨水排水は、開きょとすることができる。 

なお、雨水排水は浸透機能を有した雨水浸透施設とすることができる。雨水浸透施設の

構造や設置基準については、第３章屋外排水設備の「第３節及び第４節」を参照すること。 

イ 管種の選定 

管種の選定にあたっては、水密性、耐薬品性、施工性、工事費及び将来の推持管理を十

分考慮し、原則として硬質塩化ビニル管を標準とすること。 

ウ 管径及びこう配 

(ア) 管径及びこう配は、前章の表３－１～表３－３に規定する排水人口、排水面積区分に

より選定すること。ただし、幅員４ｍ、延長２０ｍ以上の私道に排水管を布設する場合

は、排水本管を２００㎜以上、取付管を１５０㎜以上とし、それ以外は最小管径１５０

㎜とする。 

(イ) 同一系統の排水人口５００人以上又は排水面積１５００㎡以上等、前項により難い場

合は、計画下水量を算定し管径、こう配を決定すること。

エ 計画下水量

(ア) 計画下水量は、汚水管きょについては、計画汚水量とし、雨水管きょについては計画

雨水量とする。また、合流管きょについては、計画汚水量と計画雨水量を加えたものと

すること。 
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(イ) 計画下水量を流下させるために必要な管きょの断面積は、管きょ流量表を用いて下水

量と流速から管の断面、こう配を選定すること。なお、流量公式は、クッター公式を用

いること。 

(ウ) 管きょの断面を決定する際は、計画下水量に対して、汚水管きょでは１００％以上、

雨水管きょ、合流管きょでは２０％以上の余裕を見込むこと。 

(エ) 側溝の断面を決定する際の流下能力は、９割水深とし２０％以上の余裕を見込むこと。

(オ) 計画汚水量 

川崎市下水道事業計画においては、各処理分区ごとに、１ha当たりの計画時間最大汚

水量（ /s/ha）を汚水量原単位として定めているが、私道排水設備の計画汚水量は、

次式により求めること。 

計画汚水量＝計画時間最大汚水量８８０（ ／人・日）×計画人口

880×計画人口 

24×60×60×1000  

注１ 計画人口３．５人／戸 

注２ 特に大量の水を使用する工場等は、別途にその汚水量を見込む。 

(カ) 計画雨水量

計画雨水量は、次の合理式により求めること。 

計画雨水量＝     ×Ｃ×Ｉ×Ａ×φ 

＝      ×Ｃ×Ａ×φ 

Ｃ：流出係数 0.5 

ｔ：流達時間 ｔ＝５（又は７）＋Ｌ／60Ｖ （min） 

Ⅴ：仮定流速 1.2（又は1.0）          （m/s） 

Ｉ：降雨強度 7800／（90＋ｔ）（52㎜対応） （mm/hr） 

Ａ：排水面積  （ha） 

φ：降雨均等係数 １－0.005√ 

Ｌ：排水きょ最長距離  （ｍ） 

(キ) 流出係数

ａ 雨水流出係数は０．５を標準とすること。 

ｂ コンクリート、アスファルト舗装等、雨水が浸透しにくい土地利用が多い場合は、

現状にあった流出係数とすること。 

流出係数の算定にあたっては、排水区内の土地利用形態に応じた表面工種別面積比

を測定し、表４－１を用い、平均流出係数を算出すること。 

（ ／sec）

1 

360

21.6667 

90＋ｔ

L 
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表４－１ 工種別流出係数 （計 算 例） 

工種別 流出係数 

屋 根 0.90 

道 路 0.85 

緑 地 0.30 

間 地 0.20 

オ 管内流速

(ア) 汚水排水きょ 

計画下水量に対し流速１．０ｍ/s～１．８ｍ/sが望ましいが、地表こう配によりこれ

により難い場合は０．６ｍ/s～３．０ｍ/sとすること。 

(イ) 雨水排水きょ及び合流管きょ 

計画下水量に対し流速１．０ｍ/s～１．８ｍ/sが望ましいが、地表こう配によりこれ

により難い場合は０．８ｍ/s～３．０ｍ/sとすること。 

カ 排水管の接合 

(ア) 管きょの接合方法は、原則として管頂接合とすること。ただし、内径が２５０㎜未満

及び平坦地でこう配のとれない場合は、管底接合とすることができる。 

(イ) ます及びマンホールにおいては、２ｃｍ程度の落差を設けること。 

(ウ) 耐震性を考慮する場合は、管きょとマンホールとの接続箇所にマンホール継手や可と

う性継手を使用し、地震時の変位を吸収する構造とすること。 

キ 排水管の土被り 

私道排水管の最低土被りは、排水設備の接続に支障がなく、上載荷重や管理上の条件等

に問題ない深さとし原則、表４－２によること。

表４－２ 排水管の土被り 

種  類 土 被 り 

公道に順ずる私道 70㎝以上 

車両の出入する私道 60㎝以上 

通路的な私道 45㎝以上 
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ク 管の基礎

排水管の基礎工は、砂基礎（クッション用）とすること。ただし、軟弱地盤及び湧水の

多い場合は、砕石基礎を施すこと。 

表４－３ 管基礎寸法表 

(２) 私道側溝の設置  

 側溝流速 

計画排水量に対し流速１．０ｍ/s～１．８ｍ/sが望ましいが、地表こう配によりこれに

より難い場合は０．８ｍ/s～３．０ｍ/sとすること。 

イ 側溝の大きさ及びこう配 

側溝の内法幅及びこう配は、前章の表３－５により選定すること。最小内法幅は、１８

０㎜×１８０㎜とすること。 

ウ 前項により難い場合は、計画雨水量を求め断面及びこう配を決定すること。 

エ 側溝の基礎 

私道側溝の基礎は、砕石及びコンクリート基礎とすること。 

(３) 私道のます及びマンホール 

ア 私道のます及びマンホールの設置箇所 

(ア) 私道のます及びマンホールは、排水管の起点、屈曲点、終点、こう配の変化点、合流

部及び管径の変化点及びその他維持管理に必要な箇所。 

(イ) 排水管の延長が長い直線部においては、管径の１２０倍以内の維持管理上適当な箇所 

イ 側溝雨水ますの設置箇所 

(ア) 側溝断面が異なる位置 

(イ) 地形、側溝設置状況を考慮し、効果的に集水出来る位置 

(ウ) 私道道路横断位置 

(エ) 側溝最下流部 

ウ ます及びマンホールの使用区分 

私道のます及びマンホールの使用区分は、前章の表３－６～表３－７により選定するこ

と。ただし、幅員４ｍ、延長２０ｍ以上の私道については、特殊ます１号以上とし、幅員

単位㎜ 

呼径 ａ ｂ ｃ 

150 100 100 100 

200 100 100 100 

250 100 100 100 
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５．５ｍ以上の道路は１号マンホール（Ｔ－２５）以上とする。 

エ 私道のます及びマンホールの構造

(ア) 構造は、円形又は角型で、コンクリート製、鉄筋コンクリート製及び樹脂製とし、外

圧に耐えられるものとすること。 

(イ) 汚水ます及びマンホールには、流入管の管径に応じて下水の流れを円滑にするためイ

ンバートを設け、上下流の管底に２㎝程度の落差を設けること。 

(ウ) 雨水ますの底部には、雨水と一緒に流れ込む砂礫を沈殿させ排水管の損傷等を防ぐた

め１５㎝の泥だめを設けること。ただし、幅員４ｍ、延長２０ｍ以上の私道については、

マンホール及びますに雨汚水共、インバートを設置すること。 

(エ) 側溝雨水ますを設ける場合の内法幅は前章の表３－４により選定すること。 

(４) 取付管及び宅地内接続ます 

ア 宅地内接続ます

接続ますは、私道取付管と宅地排水管との接続に設けるものとし、原則として１宅地に

つき１箇所宅地内に設置すること。

イ 取付管径

取付管は、私道排水管の管径により表４－４により選定すること。

表４－４ 取付管径・継手 

管種 排水管径 取付管径 接続方法 備 考 

円形管 

150 

150 

LT  

200，250 
60°及び90°SVR 

MR,MSA 

150,200,250 MR,MSA マンホール口 

150 MSB ます口 

(５) 特記事項 

私道の形態が公道の基準に準ずるもので、公道認定の申請意思があるものについては、前

項の基準にかかわらず本管最小管径を２５０㎜とし、取付管については１５０㎜とすること。 

また、私道側溝について、内法幅は、２４０mm×２４０㎜以上とすること。 

５ 設計図の作成

(１) 設計図 

私道排水設備の設計図は、案内図、平面図、縦断面図（私道助成の場合）及び構造図で構

成する。

(２) 案内図は、付近の一般的な目標物（バス停、公共施設、交番等）を入れ作成すること。縮

尺は１／１５００程度とすること。 
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(３) 平面図の縮尺は１／３００以上とし記載項目は次のとおりとすること。 

ア 家形、家名、敷地境界

イ 私道幅員、私道側溝（内法幅）

ウ ます及びマンホールの位置、形状、深さ

エ 路線番号、管径、こう配、路線延長

オ 流下方向、区間距離

カ 取付管の位置（上流ます又は、マンホールから宅地内接続ますまでの距離）、取付管径、

取付延長（敷地境界から本管中心までの距離）

(４) 縦断面図の縮尺は、縦１／１００、横１／３００以上とし記載事項は、次のとおりとする

こと。 

ア ます及びマンホール番号、深さ

イ 路線番号、管径、こう配、路線延長

ウ 基準線、区間距離

工 地盤高、土被り、管底高

(５) 地盤高と管底高との関係 

図４－２ 埋設管の位置関係 

地盤高  仮定基準面の高さは次のいずれかに該当するものを１０．００ｍとする。 

ア 最下流接続ます 

イ 公共下水道のマンホールに接続する場合のマンホール 

ます深  地盤高－下流管底高 

管底高  地盤高－（土被り＋管径＋管厚） 

土被り  （地盤高－管底高）－（管径＋管厚） 

掘削深  （地盤高－管底高）＋基礎厚＋管厚 
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(６) 設計図の記載数値 

表４－５ 数値一覧 

種   別 単位 記入数値 記載例 

延長、幅員、深さ等 ｍ 小数点以下２位まで 15.25 

管こう配 ‰ 小数点以下１位まで 15.0 

地盤高 ｍ 小数点以下２位まで 10.00 

土被り ｍ 小数点以下２位まで 1.21 

管底高 ｍ 小数点以下３位まで 8.641 

掘削深 ｍ 小数点以下２位まで 1.46 

管径 ㎜ 整数 150 

ます及びマンホールの寸法 ㎝ 整数 90 

側溝等の寸法 ㎜ 整数 180 

注１ 各記入数値は、下位の値を四捨五入して算出する。 

２ 路線延長及び幅員については、小数点以下２位を０か５に丸める。 

（二捨三入、七捨八入） 

(７) 平面図、縦断面図の記載例 

ア 平面図の表示方法

(ア) 家屋所有者と使用者が異なる場合は、家屋所有者を上段に記入し使用者を（ ）書き

とすること。 

(イ) アパート等で所有者が居住している場合は、アパート名と所有者を記入し、居住して

いない場合は、住人の代表者を（ ）書きとすること。 

図４－３ 平面図の例 
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 (ウ) 路線番号の表示

図４－４ 表示方法

(エ) 取付管及びます・マンホールの表示

図４－５ 平面図記載例

L 

（
取

付
管

位
置

、
管

径
、

延
長

、
こ

う
配

）
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(オ) 側溝の表示 

表４－６ 平面図表示例 

S=1.0‰こう配

S=1.0‰こう配

L 
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(カ) 既設、計画、実施工の表示 

イ 縦断面図の表示方法 

(ア) 路線番号、ます及びマンホールの表示方法 

表４－７ 縦断面図表示例 

こう配 こう配

95



(８) 平面図、縦断面図の作成例 

排除方式別の平面図、縦断面図例を図４－６～図４－８に示す。

ア 合流式

図４－６ (a)平面図（合流式） 縮尺：１／３００ 

(b)縦断面図 

麻生
宮前

中原ハイツ

新城

（宮内）

川崎

多摩 高津

対象外

舗装道

① L=18.00m ② L=22.00mNo.1 No.2 

60H0.85 60H1.04 60H1.25

 D=200 ㎜ 

① S=15.0‰ 

  L=18.00m 

 D=200 ㎜ 

② S=12.0‰ 

  L=22.00m 
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イ 分流式（２条管地域の場合）

図４－７ (a)平面図（分流式） 縮尺：１／３００ 

(b)縦断面図 

 D=200 ㎜ 

① S=13.0‰ 

  L=14.00m 

 D=200 ㎜ 

② S=13.0‰ 

  L=14.00m 

 D=200 ㎜ 

③ S=13.0‰ 

  L=12.00m 

 D=200 ㎜ 

1  S=10.0‰ 

  L=13.00m 

 D=200 ㎜ 

2  S=10.0‰ 

  L=17.00m 

D＝200mm 

①S＝13.0‰ 

L＝14.00m 

D＝200mm 

②S＝13.0‰ 

L＝14.00m 

D＝200mm 

③S＝13.0‰ 

L＝12.00m 

① L=14.00m ② L=14.00mNo.1 No.2 

60H0.88

60H1.01

60H1.25

③ L=12.00mNo.3 

60H1.01

中原ハイツ

新城

（宮内）

川崎

多摩 高津

対象外

麻生 宮前

60H1.00

No.1 1 L=13.00m No.2 2 L=17.00m 
60H0.8360H0.71
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ウ 分流式（単条管地域の場合）

図４－８ (a)平面図（分流式） 縮尺：１／３００ 

(b)縦断面図 

 D=200 ㎜ 

① S=15.0‰ 

  L=14.00m 

 D=200 ㎜ 

② S=15.0‰ 

  L=14.00m 

 D=200 ㎜ 

③ S=15.0‰ 

  L=12.00m 

 U=180 ㎜ 

1  S=6.0‰ 

  L=40.00m 

 D=150 ㎜ 

2  S=25.0‰ 

  L=2.00m 

 U=180 ㎜ 

3  S=6.0‰ 

  L=40.00m 

 D=150 ㎜ 

4  S=25.0‰ 

  L=2.00m 

麻生
宮前

中原ハイツ

新城

（宮内）

川崎

多摩 高津

対象外

舗装道

① L=14.00m ② L=14.00mNo.1 No.2 

60H0.88 60H0.96 60H1.25

③ L=12.00mNo.3 

60H1.11

30H0.22

30H0.22
No.1 

No.2 

1   U-180 L=40.00m 2 L=2.00m 

3   U-180 L=40.00m 4 L=2.00m 
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(c)縦断面図 
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第３節 施工 

１ 準備

施工に当たり次の事項を行うこと。

(１) 私道の土地所有者の施工承諾など、手続きに遺漏のないことの確認。 

(２) 工事が道路法・河川法の適用を受ける土地に及ぶ場合は、これらの法令に基づく手続き。 

(３) 所轄の警察署、消防署、生活環境事業所などへの事前連絡と適切な措置。 

(４) 地元住民への工事期間、施工方法など工事案内文等による周知と協力の要請。 

(５) 工事前に、ます及びマンホール位置の試験掘りを行い地下埋設物の確認。 

２ 私道排水管及び側溝

(１) 掘削及び仮設 

ア ます間を不陸のないよう掘削し、一区間を同時に施工すること。

イ 掘削箇所の土質、深さ及び作業現場の状況により、必要に応じて山留を施すこと。なお、

掘削深さが１．５ｍ以上の場合は山留めを施すこと。

３ 基礎工

(１) 基礎の施工は、基礎の種類及び敷設する管の材料に応じて適切に行うこと。 

(２) 砕石基礎は、所定の厚さにむらのないよう敷きならし十分締め固めること。 

(３) 砂基礎は、クッション用砂を所定の厚さまで十分締め固めた後、管敷設を行い管頂１０cm

までクッション用砂で締め固めを行う。また、砂は管の損傷、移動のないよう投入し、管の

周辺には空隙が生じないように締め固めを行うこと。 

４ 管敷設工

(１) 硬質塩化ビニル管の敷設にあたっては、受け口を上流に向け、順次上流に向かって敷設す

ること。 

(２) 管の接合 

  ア 接着接合 

    「第３章、第２節（４）敷設 カ 管の接合（ア）接着接合」参照のこと。 

  イ ゴム輪接合 

    「第３章、第２節（４）敷設 カ 管の接合（イ）ゴム輪接合」参照のこと。 

(３) 人力による挿入が困難な場合は、挿入器等により施工すること。 

(４) 取付け管のためのせん孔は、せん孔機等を用いて、ていねいに行うこと。また、本管敷設

については、「第３章、第２節（４） カ （図―１４、１５）」を参照のこと。 

５ 埋戻工

(１) 排水管の埋戻しは、管頂10㎝までクッション用砂とし、その上部は、山砂又は良質発生土

を使用する。 

(２) 埋戻しは、管が移動したり空隙が生じないように、均等に突固めること。 
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(３) 管の上部の埋戻しは、厚さ２０㎝ごとに十分締め固め、沈下を生じないよう施工し、埋設

物の周辺については、十分に注意して締め固めを行うこと。 

６ ます及びマンホールの築造

(１) ます及びマンホールの使用する側塊類の据付けは、モルタルを敷きならした後、移動しな

いように固定し目地仕上げをすること。 

(２) 縁塊等は、路面の高さ、こう配に合わせて据え付けること。 

(３) マンホールのインバート 

ア インバートの高さは、下流管の１／２とすること。

イ インバートの幅は、下流管幅に合わせて均一に仕上げること。

ウ インバートの縦断こう配は、下流管こう配と同じこう配で仕上げること。

エ その他のインバート築造については、水の流れを阻害しないようにすること。

また、清掃時に支障のないよう仕上げること。

（４）ます及びマンホール蓋の使用にあたっては、市章入の蓋を使用しないこと。

７ 仮設工

(１) 土留工 

掘削深さが１．５ｍ以上の場合は土留工を行うこと。ただし、現場の土質状況などにより、

掘削深さ1.5ｍ未満の場合でも必要に応じ設置すること。 

   建て込み式矢板の施工区分は、表４－１０による。 

表４－１０ 標準施工区分 

掘削深 矢板長 根入れ長 

1.50～1.80ｍ  軽量鋼矢板など  ｌ＝2.0ｍ 

0.2ｍ以上 

1.81～2.30ｍ   〃       ｌ＝2.5ｍ 

2.31～2.80ｍ   〃       ｌ＝3.0ｍ 

2.81～3.30ｍ   〃       ｌ＝3.5ｍ 

3.31～3.80ｍ   〃       ｌ＝4.0ｍ 

＊地下水、土質等により、標準施工によりがたい場合、別途土留選定、土留計算を行い、適切な

施工を行うこと。 

(２) 覆工 

ア 覆工はしま鋼板、鋼製を標準とすること。

イ しま鋼板は生活道路専用とすること。

ウ 鋼製覆工の桁材は全てＨ形鋼を使用すること。 

８ 道路復旧工(私道助成の場合) 

道路復旧は、表４－１１のとおりとすること。
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表４－１１ 復旧範囲 

舗装種別 排水管 取付管 Ｕ形側溝 

砂利道 掘削幅 掘削幅 
Ｕ 形 の 側 面

よ り 2 0 ㎝

舗装道 
掘 削 幅 の

4 0 ㎝ 増 し

掘 削 幅 の

2 0 ㎝ 増 し

Ｕ 形 の 側 面

よ り 3 0 ㎝

注１ 排水管の本復旧に伴い既設舗装幅が３０㎝以上残る場合については、取付

管部分の面積計算は次式による。 

(１) 単条管･･････取付延長×復旧幅×０．７ 

(２) ２条管･･････取付延長×復旧幅×０．２５ 

２ 排水管の本復旧に伴い既設舗装幅が３０㎝未満の場合については、全面復

旧とする。 

３ 上記項目以外については協議する。 

９ 施工管理(私道助成の場合) 

(１) 出来形図 

私道共同排水設備工事で変更のあったものについては、出来形図を提出すること。

(２) 工事写真

ア 撮影は黒板に施工箇所、工種、形状寸法、業者名、その他必要事項を明記して行うこと。

撮影に際しては、リボンテープ等を使用し、私道共同排水設備工事完了届と共に提出する

こと。

イ 写真は次の要領によること。

(ア) 現況及び完成（施工前、施工後を同一方向から撮影） 

(イ) 土工事（掘さく幅、深さ、管径ごとに撮影） 

(ウ) 基礎工（各基礎の幅、厚さ） 

(エ) 敷設工（排水管径ごとの敷設断面、ますの設置状況、支管の取付状況等） 

(オ) ガス管又は水道管の移設又は切回し（施工前、施行後を同一方向から撮影） 

(カ) 仮設工（水替工、土留工等の状況） 

(キ) 道路復旧工（幅、厚さ） 

(ク) 上記以外に確認の出来ない工種 

ウ 位置、寸法等を明示するため、次の通り黒板を使用して撮影すること。

102



(ア) 写真はカラーを標準とする。（サービスサイズ、E版以上とする。） 

(イ) ネガは貼付する必要はない。 

(ウ) アルバムの形状は工事用アルバムとする。 
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